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定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と

条
例
改
正

契　

約

そ
の
他

●
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正

　
関
係
法
律
等
の
改
正
に
伴

い
、
安
全
計
画
の
策
定
、
送

　
一
般
会
計
で
６
億
５
７
１

３
万
円
追
加
し
、
総
額
を
78

億
３
７
５
万
円
と
し
ま
し
た
。

　
４
年
度
の
決
算
額
が
確
定

し
、
５
億
６
４
８
０
万
円
を

５
年
度
予
算
へ
繰
り
越
し
ま

し
た
。

●
新
庁
舎
建
設
工
事
（
第
２

期
・
消
防
分
署
棟
等
）
の

請
負
契
約

　
◇
契
約
金　
８
億
５
９
１

０
万
円

　
◇
工
期　
６
年
10
月
31
日

　
◇
契
約
相
手　
大
伸
工
業

（
株
）（
盛
岡
市
）

　
◇
内
容　
２
階
建
て
の
消

防
分
署
棟
及
び
木
造
の
広
場

屋
根
を
整
備
。

●
財
産
取
得

　
◇
契
約
金　
２
２
２
２
万

円
　
◇
納
期　
６
年
３
月
20
日

　
７
月
定
例
会
議
は
、
７
月
７
日
か
ら
11
日
ま
で
の
５
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
５
年
度
補
正
予
算
な
ど
５
件
で
、

全
議
員
の
賛
成
で
原
案
ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
１
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
町
の
対
応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

【補正予算の使いみち】

会計名 補正額 補正後の予算額

一般会計(第２号) 6億5713万円 78億375万円

主な使いみち
■財政調整基金積立	  5億4999万円
■価格高騰重点支援給付金給付事業	 3379万円
　　…住民税非課税世帯１世帯あたり3万円給付
■新型コロナウイルス感染症ワクチン接種事業	 2758万円
　　…秋頃実施する若年層へのワクチン接種費用
■くずまきテレビマルチポートアンプ更新業務	 246万円
■地区センターポンプ改修工事費	  230万円
■森林保全作業道改良補修事業費	 300万円

４年度企業会計決算

　
事
業
収
益
10
億
９
１
９
１

万
円
に
対
し
、
事
業
費
用
が

10
億
７
８
５
４
万
円
で
１
３

３
７
万
円
純
利
益
を
計
上
、

累
積
欠
損
金
（
赤
字
）
が
６

億
４
６
６
４
万
円
に
減
少
し

ま
し
た
。

　
年
間
延
べ
入
院
患
者
数
は

１
万
２
２
９
８
人
で
、
前
年

度
よ
り
６
６
１
人
増
加
し
た

も
の
の
、
外
来
患
者
数
は
、

２
万
７
９
８
２
人
で
、
前
年

度
よ
り
２
９
３
人
減
少
し
ま

し
た
。

　
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
の
順

調
な
稼
働
に
よ
る
入
院
収
益

の
増
加
や
、
長
期
前
受
金
の

戻
入
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
専
用
病
床
の
確
保

に
よ
る
県
補
助
金
の
収
入
な

ど
に
よ
り
、
収
益
が
増
加
し

た
こ
と
に
よ
り
黒
字
決
算
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
病
院
会
計
の
経
営
収
支

比
率
が
健
全
経
営
の
水
準
を

下
回
っ
て
い
る
た
め
経
営
の

改
善
が
必
要
で
あ
る
が
具
体

的
な
取
り
組
み
は
。

答　
医
業
収
益
を
増
や
す
よ

う
利
用
率
の
低
い
療
養
型
病

床
の
転
換
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
ま
た
、
費
用
削
減
に
継

続
し
て
努
め
る
。

　
　
町
民
の
税
金
が
投
入
さ

れ
て
い
る一般
会
計
か
ら
毎
年
、

病
院
会
計
へ
大
き
く
繰
り
入

れ
さ
れ
て
い
る
。
繰
り
入
れ

の
無
い
経
営
が
望
ま
し
い
と

考
え
る
が
町
の
考
え
を
伺
う
。

問問

答　
企
業
会
計
は
独
立
採
算

制
の
原
則
の
中
、
一
般
会
計

か
ら
繰
り
入
れ
せ
ず
、
経
営

す
る
こ
と
が
理
想
的
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
町
民
の
福
祉
向

上
の
た
め
に
は
不
採
算
も
や

む
を
得
な
い
と
考
え
る
。
今

後
も
公
的
な
医
療
機
関
と
し

て
使
命
を
果
た
し
て
行
き
た
い
。

　
　
水
道
会
計
は
、
毎
年
純

損
失
が
計
上
さ
れ
、
未
処
理

欠
損
金
が
増
え
続
け
て
い
る
。

意
見
書
で
は
経
営
改
善
の
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
あ

る
が
、
今
後
、
町
は
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か

伺
う
。

答　
欠
損
金
や
留
保
財
源
の

推
移
か
ら
、
経
営
状
況
に
お

い
て
は
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
実
施
し
、
水
道
料
金
の
値

上
げ
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら

対
応
す
る
こ
と
が
必
要
。
水

道
料
金
を
値
上
げ
す
る
時
期

や
金
額
に
つ
い
て
は
、
高
齢

化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
配

慮
も
含
め
て
検
討
す
る
。

問

質
疑

入
院
収
益
増
加

減
価
償
却
費
率
増
加

　
４
年
度
決
算
は
、
事
業
収

益
が
１
億
５
４
５
６
万
円
に

対
し
、
事
業
費
用
が
１
億
７

９
８
６
万
円
で
、
２
５
３
０

万
円
の
純
損
失
を
計
上
し
、

赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
累
積
欠
損
金

が
１
億
９
１
４
３
万
円
に
増

加
し
ま
し
た
。

　
前
年
度
同
様
、
資
産
の
減

価
償
却
費
が
営
業
費
用
の
う

ち
60
・
７
㌫
と
大
き
く
占
め

て
お
り
、
比
率
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
が
要
因
で
す
。

企業会計決算の状況

区　　　分
病院会計 水道会計

４年度 ３年度 前年
対比 ４年度 ３年度 前年

対比

事 業 収 益 (a) 10億9191万円 10億4575万円 4.4% １億5456万円 １億5727万円 △1.7%

事 業 費 用 (b) 10億7854万円 10億7906万円 △0.05% １億7986万円 １億8732万円 △4.0%

純損益(a)－(b) 1337万円 △3331万円 140.2% △2530万円 △3004万円 15.8%

年度末累積欠損金 6億4664万円 6億6002万円 △2.0% １億9143万円 １億6613万円 15.2%

監査委員の意見
（要旨）

病院会計
　４年度決算は黒字となり、
累積欠損金が減りました。入
院患者数増加による入院収益
の増加などが要因です。
　また、薬剤管理の徹底によ
り医業費用が大きく削減でき
たことを評価する。

水道会計
　４年度決算は赤字となり、
累積欠損金が増えました。資
産の減価償却費の増額等が要
因です。
　今後、事業の効率性を高め、
計画的な更新工事と経営改善
に努められたい。

（税抜き）

補
正
予
算

迎
自
動
車
の
運
行
規
定
、
児

童
の
安
全
確
保
及
び
衛
生
管

理
、
懲
戒
権
の
削
除
、
表
記

の
整
理
な
ど
を
改
正
。

●
清
掃
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化

修
繕
工
事
の
請
負
契
約

　
◇
契
約
金　
４
億
９
１
３

０
万
円

　
◇
工
期　
６
年
３
月
22
日

　

◇
契
約
相
手　
（
株
）
ア

ク
ト
リ
ー
（
石
川
県
）

　
◇
内
容　
老
朽
化
の
進
む

施
設
の
焼
却
炉
全
面
交
換
な

ど
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
る
。

　

◇
契
約
相
手　

コ
マ
ツ

（
株
）
二
戸
営
業
所

　
◇
取
得
財
産　
除
雪
ド
ー

ザ
（
11
ト
ン
級
）
１
台

病
院
会
計

水
道
会
計

※万円未満切捨


